
令和３年度 主要事業計画 

 

 

 学園の建学精神のもと、各学校の理念・目標を踏まえた教育研究を強力に推進

する。 

 令和３年度においては、新たに策定した第３次中期計画を着実に実施し、教育

研究の一層の充実とガバナンスの強化を図る。特に、大学において予定されてい

る認証評価の受審に向けた自己点検・評価を行い、教育研究の一層の充実を図る。 

 また、感染症に対応した感染防止対策の徹底とハイブリッド型を含めた適切

な教育の実施を図る。 

 重点的に進める事項は、以下のとおり。 

① 教学マネジメントを着実にすすめ、教育改革を推進するほか、ＩＣＴを活 

用した教育やアクティブラーニングの取組みを推進する。 

② 専任教職員の『行動規範』の徹底と教員の研究活動の活性化を図る。 

③ 卒業生にとって魅力ある学園づくりを含めた学園のブランド強化を図る。 

④ 高等学校校舎の改修、老朽設備の改修等を行い、学生・生徒の学修環境の 

充実に努める。 

⑤ 愛知県中小企業家同友会や瑞穂区との連携協力を推進し、全学的な地域・ 

社会貢献の取組を推進する。 

 

Ⅰ 各学校における令和４年度入学学生・生徒の確保等 

  令和４年度入学の学生・生徒の確保のため、年間を通じた適切な広報及び募

集活動の推進により、学生・生徒の確保に努める。 

 

学  校  名 
学則入学定員 

第３年次 

編入学定員 

令和 3 年度 令和 4 年度 令和 3 年度  令和 4 年度 

愛 知 み ず ほ 大 学 大 学 院  15 人  15 人   

愛 知 み ず ほ 大 学 130 人 130 人 10 人 10 人 

愛 知 み ず ほ 短 期 大 学 120 人 120 人   

愛知みずほ大学瑞穂高等学校 480 人 480 人   

計 745 人 745 人 10 人 10 人 



(1) 戦略的な広報及び学生・生徒募集活動を行い、定員の確保を図る。 

(2) 従来の広報及び募集活動等を分析し、入学者選抜方法を含めて工夫・改善

を図る。 

 

Ⅱ 全校的共通事項 

(1) 第３次中期計画の着実な実施 

(2) 高大連携の促進及び高等学校と大学・短期大学間の教育連携の充実 

(3) キャリアセンターの全学的活用 

(4) 各学校における経費全般の縮減 

(5) 三連動地震（東海・東南海・南海連動型地震）対策の強化 

(6) 公開講座等地域貢献活動の実施 

 

Ⅲ 各学校の取組事項 

１．高等学校 

  (1) 新教育課程実施に向けた準備の徹底 

(2) ＩＣＴを活用した授業の推進 

(3) きめ細かい生徒募集活動の実施 

(4) 愛知みずほ大学及び愛知みずほ短期大学との連携の強化 

(5) 学力の向上と進路実績の充実 

(6) 感染症に留意した安全・安心な教育活動の実施 

 

２．大学・短期大学 

(1) 教学改革 

① ３ポリシーの点検・評価とその具現化 

【大学・短期大学共通（以下「共通」）】 

   ・ 新システムによる達成度の可視化による現行カリキュラムの検証 

  【大学】 

   ・ ３ポリシーの見直しと、これに伴う新カリキュラムの検討 

  【短期大学】 

   ・ 養護教諭コースのカリキュラムの見直し、新カリキュラムの検討 

   ・ ＰＤＣＡによる検証結果のカリキュラムへの反映 

② 教育方法の改善 

【大学】 

  ・ 新「教育目標」に新科目の導入、ハイブリッド型体制の検討 



【短期大学】 

  ・ 時代の要請に応え得る新科目の検討 

  ・ 新科目の導入、ハイブリッド型体制の検討 

(2) 研究力強化 

① 学園紀要構成の点検・評価 

【共通】 

 ・ 紀要の点検・評価と教員の研究活動の啓発 

② 教員の研究力及び学生の探求力の向上 

【共通】 

 ・ 研究力強化に関する検討委員会の設置 

 ・ 学生の探求力を向上させるための体制づくり 

(3) 就職支援 

○ 就職支援体制の見直し 

【共通】 

 ・ 外部評価体制の構築と定期化の確立 

 ・ 企業の求める人材の把握（アンケートと外部評価） 

(4) キャリア教育 

○ 正課外教育の体系化 

【共通】 

 ・ 社会人基礎力向上に向けての検討 

 ・ 「みずほドリル」及び「プログ」の運用改善の検討 

(5) 入学定員の確保 

① 個別選抜の適正化 

【共通】 

 ・ 入学直後のアンケートの実施と評価 

 ・ オープンキャンパスの点検・評価 

  ・ 令和２年度実施選抜方法の見直しによる令和４年度入試ガイドの

作成 

②  広報活動の有効化 

(6) 魅力ある学園づくり 

○ 卒業生と在校生の相互支援 

【共通】 

 ・ 同窓会規程等の在り方の見直し 

 ・ メンター制の在り方の検討 

(7) 産学官連携による学生のための実践教育 

○ 共同企画により学生の社会における実践力の向上 

【共通】 



 ・ 外部評価体制の構築と定期化の確立 

 ・ 現状の見直しと対策 

(8) 評価のフィードバック 

○ 各種アンケートによる結果の確実な反映 

【共通】 

 ・ 実施及び評価、分析、報告 

(9) 地域貢献・社会貢献 

○ 「健」に基づく活動による地域・社会への貢献 

【大学】 

 ・ 短期大学との合同企画及び独自企画の検討 

【短期大学】 

 ・ 社会人の入学希望に繋がる企画の検討 

(10) 高大連携 

○ 大学・短期大学保有教育資源の高等学校への提供 

【共通】 

 ・ 継続企画の充実と新企画の検討 

(11) 教職課程 

○ 教職課程における自己評価制度の準備 

【共通】 

 ・「ＩＣＴ」科目の準備 

  ・ 自己点検評価制度準備委員会の設置・作業 

 

 ３．大学院 

  (1) 大学院カリキュラムの充実 

  (2) 大学院研究科への社会人受け入れ体制等充実策の検討 

  (3) 大学院における研究倫理教育及びコンプライアンス教育の充実 

 

Ⅳ 教育研究施設・設備等の充実 

(1) 高等学校東校舎の改修等 

(2) 空調機、換気扇、照明器具の取替え〔第Ⅰ期〕（高等学校） 

(3) 大学・短期大学１号館西側敷地建物基本コンセプトの検討 

(4) 情報基盤の整備（大学・短期大学・高等学校） 

 

 


